








歴史地理学調愈経てキ 節7号 75～871996   
明治期～大正期の秩父地域における絹織物生産発展の一側面  
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第1図 明治初期の秩父地域における絹織物生産高  
（『武蔵国郡村誌』より作成）  





















































Ⅱ 銘仙産地としての秩父地域の発展とその基  
盤  
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第2図 秩父郡における機業戸数と絹織物生産高の変化（明治28年～昭和10年）  
（「埼玉県統計書」，『秩父地域絹織物史料集』より作成）  



































































大   夫  大   昭   即≦  




仙 79 ∬   
第2表 秩父郡の織物工場（明治34～41年）  
明治34 明治35 明治36 明治37 明治38 明治39 明治40 明治41  ⊥ 場 名  所 在  創業年次  













































































































































16 ＝＝ 17（1）2（）（1）2（）（＝  











20    27    22  
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町 凹 辰 治工場 尾田蒔柑 明治27  
風間熊次郎＿1二鳩 尾田蒔柑 明治29～32  
井 上 叉 蔵 工場 尾田蒔柑 明治31  
富 田 仁作ニL場 尾田蒔柑 明治31  





















原谷柑 明治29～31  
原谷柑 明治29～31  
原谷柑 明治30～32  
原谷柑 明治38～39  
原谷柑 明治40  
野 上柑 明治27～29  
野上柑 明治29～32  



















16   
???
???
唯八郎ご1二場 国神村 明治21  
????
林 第 ∴l一場 回神村 明治32  









高橋徳次郎⊥場 長若 付 明治35  
板倉佐、ド次l二場 長若付 明治39  ???????? ????? ?
郎  長若付 明治39  







原茂 市Ⅰ二場 長jl・柑 明治40  
川 井 八l∴秘 技謹‡柑 明治40  
崎 金 治Ⅰ二 場 長 若 付 明治40  
1‖ 多 市l二場 長若付 明治40  
聖二＝ん門流1．場 長若付  明治刑  
′．1：犀 呼 戚【I二 場 長 j‡付 Im糾（）  
青ノト埋巨大郎】l二物 白鳥柑 明治29  
声fJ 橋 1二 場 ド1一モ：5 柑 明治即  
加 藤 牧 蔵I：場 面神村 明治40  
青 木 Ⅰ． 域皆野柑 明治27  
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耽Iln人1リ、i，  
大 夫 大 大 大 束  
正 正 正 正 正 正  
4 5 6 7 8 9  
年年年率年年   
第4図 秩父郡における業態別機業戸数  
の変化（大正4年～9年）  
（「埼玉県統計書」より作成）  





















を名乗った背景にも，女工確保のためにふさわし   
第3表 明治30年県税諸営業税台帳にみる絹織物業  
関係者  








































業巨  業 種   地 区   人  数   
山 田   4人（4）  
卸  3 （2）  
定 峯   2 （1）  
山 田   0  
売  2 （2）  
定 峯   0   
山 田   5 （4）  
小  5 （5）  
走 峯   2 （2）  
山 田   2 （2）  
売  4 （4）  
走 峯   0   
山 田   83（66）  
製  30（29）  
走 峯   1（0）  
山 田   5 （3）  
造  0  



















































































3）小規模織物業者の実態   
明治30年（1897）の旧高篠村「県税諸営業税台帳」  






























































第4東 大正中期の秩父郡における織物1反当たり  
の製造費用  
＜単位：円＞  
大止5 大正6 大止7 大正8 大正9   
糸 代   2．833  3．750  4．150  6．724  4．010  
平  
0．160  
0．325  0．470  0．790  0．947  0．940  
絹  
0．120  0．155  0．178  0．433  0．68（）  
計   3．418  4．545  5．603  8．574  6．210   
糸 代   3，135  4．230  5．95110．（）75 7．140  
太  
0．600  0．730 0．663 0．913  0．720  
0．450  0．695 1．187 l．700 1．670  
織  
0．230 0．300 0．297  0．500  0．600  
計   4．585  6．170 8．500 13．72110．892   
（「埼玉県統計啓」各年版の「織物製造祭況の二」より作成）  
－ 84 －   
Ⅳ むすびにかえて  
明治30年に改正された秩父絹織物組合の規約に  
は，次のような条がある25）。  
第∴十條  秩父縞同生絹ノ販路ヲ拡張センカ為メ  
絹織物売買市場ヲ埼玉県秩父郡大宮町  
二設置ス   
第ニ二十一條 市場ノ定日及開閉時間ハ佐ノ如け  
定日 一日 六日 十一一日 十六日  
二十一一日 二十六日  
時間／1二前六時／「后五時閉場 但シ開閉時Fぎiレ、  
伸縮スル事アルベシ   
節 二十∴條 間市定日ニハ必ス市場二於テ売買スル  
モノトス，往開場中ハ自宅叉ハ路傍ニ  
テ克閂セサルモノトス   
節二十∴條 市場見胱割其他ノ事項ハ事務所ノ定ム  
ル所ニヨリ売買人ハ之二異議ヲ申立ツ  
ル串ヲ得ス   








































































































付 記  
本稿作成のための現地調査の際には，現在および   
過去に織物業を営まれた方々，織物ニ1二場に勤められ   
た方々をはじめ，秩父市，横瀬町の多くの方々の暖   
かいご協力をいただきました。横瀬町歴史資料館，   
秩父市立国賓館には史料閲覧と調査の便宜を図って   
いただきました。また，筑波大学第一・一学群人文学規   
の滝野規子さん，植松久美子さんには、調査と貸料   
整理に協力していただきました。ここに記して厚く   
御礼申し上げます。   















6）『秩父織物工業組合史』，ここでは，柿原謙…瓶   
（1995j：『秩父地域絹織物史料集』所収のものを  
引用した。  




9）旧蔵篠村役場文昏「明治三十年 県税諸常菜税台  
帳」。なお，山田柑，栃谷村，定峯村の3ヶ柑は明  
治22年（1889‖二分併して高篠村となった。  
10）山田村，栃谷村，走峯村のいずれにも，同一－一人物   
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